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■ 米 国 に お け る L i q u i d  B i o p s y の 取 組 み 状 況 に つ い て  

 ( B i o m a r k e r に 関 す る セ ミ ナ ー 参 加 報 告 )  

 

■ 「 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 」 開 催 の ご 案 内  

 ( 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 組 織 委 員 会 主 催 )  

 

■ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 人 材 育 成 カ リ キ ュ ラ ム ・ N G S ハ ン ズ オ ン 講 習 会 の  

 お 知 ら せ ( N B D C ・ 東 京 大 学 主 催 )  
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■ 米 国 に お け る L i q u i d  B i o p s y の 取 組 み 状 況 に つ い て  

 ( B i o m a r k e r に 関 す る セ ミ ナ ー 参 加 報 告 )  
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 が ん 等 の 検 査 ・ 診 断 で の 組 織 検 体 の 入 手 ( 生 検 ； B i o p s y ) は 侵 襲 的 で 患 者 負 担  

が 大 き く 、 困 難 な 場 合 が 多 い の が 実 情 で す 。 L i q u i d  B i o p s y と は 、 B i o p s y に  

代 わ り 血 液 、 唾 液 、 尿 等 、 採 取 に 患 者 負 担 の 少 な い 体 液 検 体 を 用 い 、 B i o p s y と  

同 等 の 検 査 性 能 を 実 現 さ せ る 手 法 で す 。 L i q u i d  B i o p s y の 対 象 と し て は 、  

マ イ ク ロ R N A ( m i R N A ) 、 循 環 D N A ( c i r c u l a t i n g  D N A ,  c e l l  f r e e  D N A :  c f D N A ) 、  

循 環 が ん 細 胞  ( c i r c u l a t i n g  t u m o r  c e l l ,  C T C ) 、 エ ク ソ ソ ー ム ・ マ イ ク ロ  

ベ シ ク ル 等 が 挙 げ ら れ 、 現 在 各 国 の ア カ デ ミ ア 、 バ イ オ ベ ン チ ャ ー や 製 薬 企 業  

で も 研 究 開 発 が 行 わ れ て き て い ま す 。  

 

 本 年 3 月 、 米 国 ボ ス ト ン で L i q u i d  B i o p s y に 関 す る セ ミ ナ ー 2 件 ( 以 下 ) に  

参 加 し 、 米 国 に お け る L i q u i d  B i o p s y の 取 組 み 状 況 に つ い て 調 査 し ま し た の で  

報 告 し ま す 。  

 

１ ． E x t r a c e l l u l a r  B i o m a r k e r s  S u m m i t ( 主 催 ： C a m b r i d g e  H e a l t h t e c h 社 )  

  2 0 1 5 年 3 月 1 6 日 - 1 8 日 ＠ H y a t t  R e g e n c y  C a m b r i d g e  

２ ． C i r c u l a t i n g  B i o m a r k e r s  W o r l d  C o n g r e s s ( 主 催 ： S e l e c t . B i o 社 )  

  2 0 1 5 年 3 月 2 3 日 - 2 4 日 ＠ W y n d h a m  H o t e l  B o s t o n  

 

 前 者 は 、 主 に m i R N A や l o n g  n o n - c o d i n g  R N A ( l n c R N A ) 含 む 循 環 R N A と  

エ ク ソ ソ ー ム ・ マ イ ク ロ ベ シ ク ル を 対 象 と し た 、 生 物 学 、 バ イ オ マ ー カ ー と  

し て の 応 用 、 分 離 ・ 測 定 技 術 に つ い て 7 0 講 演 と 2 4 ポ ス タ ー 発 表 が 行 わ れ  

ま し た ( 参 加 者 約 2 0 0 名 ) 。 後 者 は 、 m i R N A や エ ク ソ ソ ー ム に 加 え c f D N A や C T C  

の 発 表 が あ り 、 7 4 講 演 と ポ ス タ ー 発 表 が 行 わ れ ま し た ( 参 加 者 約 2 3 0 名 ) 。  

 

 m i R N A の L i q u i d  B i o p s y へ の 応 用 に つ い て は 、 が ん の 早 期 診 断 、 症 状 が 似 た  

良 性 疾 患 と の 判 別 ( 例 、前 立 腺 が ん と 前 立 腺 肥 大 、肺 が ん と 喘 息 / 肺 炎 等 ) 、 が ん  



再 発 ・ 転 移 、 予 後 診 断 が 数 多 く 研 究 さ れ て い ま し た 。 が ん 以 外 の 分 野 で は  

ア ル ツ ハ イ マ ー 病 診 断 や 心 不 全 の リ ス ク 予 測 や 治 療 効 果 予 測 の 報 告 も あ り  

ま し た 。 が ん 等 の 判 別 診 断 で の m i R N A マ ー カ ー は A U C  >  0 . 9 等 高 性 能 の ケ ー ス  

が 報 告 さ れ 、 大 規 模 治 験 で の 評 価 ・ 検 証 が 必 要 で す が 、 今 後 の 臨 床 応 用 が 期 待  

で き る も の で し た 。 製 薬 企 業 や F D A 等 の 発 表 で 、 創 薬 や 薬 害 防 止 に 利 用 の た め  

m i R N A 超 早 期 薬 剤 毒 性 マ ー カ ー の 探 索 の 発 表 も あ り ま し た 。  

 エ ク ソ ソ ー ム は 、 様 々 な 体 液 ( 血 液 、 尿 、 唾 液 、 脳 脊 髄 液 等 ) に 含 ま れ 、 が ん  

等 の 疾 患 関 連 細 胞 で 産 生 は 上 昇 し 、 「 細 胞 の ミ ラ ー 」 と 言 わ れ る よ う に 産 生  

細 胞 に 特 徴 的 な タ ン パ ク 質 、 脂 質 、 糖 鎖 、 D N A 、 R N A を 含 ん で い ま す 。 今 回 の  

二 つ の セ ミ ナ ー に お い て も 、 エ ク ソ ソ ー ム 中 の m i R N A や D N A 等 の マ ー カ ー の  

研 究 開 発 が 多 く 報 告 さ れ 、 エ ク ソ ソ ー ム 中 の m i R N A マ ー カ ー を 用 い た 前 立 腺  

が ん の コ ホ ー ト 結 果 ［ A U C  =  0 . 9 2 ( が ん ： 健 常 ) ］ の よ う に 、 高 性 能 マ ー カ ー が  

見 出 さ れ る こ と が 報 告 さ れ て い ま し た 。 c f D N A や C T C に つ い て は 、 が ん  

ド ラ イ バ ー 遺 伝 子 異 常 ( 変 異 、 転 座 、 コ ピ ー 数 変 異 等 ) の 検 出 に よ る 薬 剤 選 択  

応 用 ( 患 者 層 別 化 ) や 予 後 予 測 へ の 応 用 が 目 立 っ て い ま し た 。  

 分 離 ・ 精 製 、 検 出 技 術 に つ い て の 発 表 も あ り 、 m i R N A や c f D N A の 場 合 、  

P C R 等 の 高 感 度 な 増 幅 技 術 と 網 羅 性 の 高 い 次 世 代 シ ー ケ ン サ ー 解 析 技 術 を 活 用  

す る こ と に よ り 、 複 数 マ ー カ ー を 使 っ た コ ン ビ ネ ー シ ョ ン 診 断 も 容 易 に 行 な う  

こ と が 可 能 と の こ と で し た 。 ま た 、 現 在 開 発 さ れ て い る デ ジ タ ル P C R や 分 子  

バ ー コ ー ド 技 術 は 、 超 高 感 度 か つ P C R に よ る バ イ ア ス を 避 け る こ と が で き る  

た め 、 今 後 の 診 断 機 器 応 用 が 期 待 さ れ ま す 。 一 方 、 技 術 的 問 題 点 と し て  

し ば し ば 聞 か れ た の が 、 「 標 準 化 ( s t a n d a r d i z a t i o n ) 」 と 「 規 格 化 ・ 正 規 化  

( n o r m a l i z a t i o n ) 」で し た 。現 状 で は 、個 別 に 内 部 ・ 外 部 標 準 を 置 き 、検 体 採 取 、  

前 処 理 、 分 離 ・ 精 製 、 検 出 、 デ ー タ 処 理 、 判 別 等 一 連 の ワ ー ク フ ロ ー の  

プ ロ ト コ ー ル を 定 め 、 研 究 開 発 を 実 施 し て お り 、 各 開 発 者 間 の デ ー タ を 横 断 的  

に 評 価 ・ 比 較 す る こ と は で き ま せ ん 。 今 後 C L I A * の よ う な 試 験 ・ 検 査 の 品 質  

保 証 と 、 ワ ー ク フ ロ ー の 標 準 化 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 *  C L I A ( C l i n i c a l  L a b o r a t o r y  I m p r o v e m e n t  A m e n d m e n t s ) と は 、 「 臨 床 検 査 室  

  改 善 法 」 と 訳 さ れ る 1 9 8 8 年 に 制 定 さ れ た 米 国 連 邦 法 で 、 国 家 基 準 に よ り  

  臨 床 検 査 の 品 質 を 保 証 す る た め の 法 律 で す 。 米 国 内 で 臨 床 検 査 を 行 う 全 て  

  の 機 関 は C L I A 認 定 を 受 け る 必 要 が あ り ま す 。  

 

 L i q u i d  B i o p s y に 関 し て 、 各 国 で が ん を 含 め た 様 々 な 分 野 で 盛 ん に 研 究 開 発  

が 進 め ら れ 、 特 に 米 国 N I H は グ ラ ン ト や 研 究 グ ル ー プ の 推 進 、 デ ー タ ポ ー タ ル  

作 成 等 に よ り 戦 略 的 に 研 究 開 発 を プ ロ モ ー ト し て い ま し た 。 ま た 、 ア カ デ ミ ア  

の 基 盤 技 術 を 活 用 し た 診 断 薬 ・ 機 器 ベ ン チ ャ ー も 多 く 立 ち 上 が っ て い ま し た 。  

こ の 様 に 、 欧 米 で は L i q u i d  B i o p s y 関 連 で 様 々 な 研 究 開 発 が 素 早 く 立 ち 上 が り  

着 々 と 進 め ら れ て い ま す 。 m i R N A 、 c f D N A 、 エ ク ソ ソ ー ム 等 は 、 診 断 判 別 能 な ど  

マ ー カ ー 性 能 は 高 く 、 非 常 に 高 感 度 で あ る た め 、 L i q u i d  B i o p s y は 新 た な 診 断  

方 法 と し て の 今 後 の 医 療 産 業 応 用 が 注 目 さ れ ま す 。  
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■ 「 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 」 開 催 の ご 案 内  

 ( 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 組 織 委 員 会 主 催 )  
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 次 世 代 シ ー ク エ ン サ ー の 能 力 向 上 に よ り 、 医 学 、 特 に 、 が ん や 遺 伝 病 の 分 野  

で 、 大 量 の 患 者 サ ン プ ル を 解 析 す る プ ロ ジ ェ ク ト が 進 行 し 、 次 々 と 成 果 を  

上 げ て い ま す 。 そ れ ら の 成 果 を 受 け 、 ゲ ノ ム 科 学 は 今 や 、 応 用 の 時 代 に 入 っ て  

お り 、消 費 者 向 け の 遺 伝 子 検 査 を は じ め 、が ん の 治 療 標 的 変 異 の 同 定 診 断 な ど 、  

個 々 人 が 自 身 の ゲ ノ ム 配 列 情 報 を 持 っ て 医 療 を う け る 時 代 が 見 え 始 め て い ま す 。 

 

 「 M y  G e n o m e ,  Y o u r  G e n o m e － 個 人 別 、 細 胞 別 ゲ ノ ム 解 読 へ の 挑 戦 － 」 を  

テ ー マ に 、 ゲ ノ ム 科 学 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 と 新 技 術 が も た ら す 新 た な る  

展 開 を 展 望 す る こ と を 目 的 と し て 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 を 下 記 の と お り 開 催  

い た し ま す 。  

 

 第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議 で は 、 S i n g l e  C e l l 解 析 の 第 一 人 者 で あ る  

D r .  S t e p h e n  Q u a k e の K e y  N o t e 講 演 を は じ め 、 プ ラ チ ナ ゲ ノ ム プ ロ ジ ェ ク ト を  

推 進 す る D r .  E v a n  E i l c h e r 、 9 万 2 千 人 の エ ク ソ ー ム デ ー タ を 収 集 し 解 析 す る  

E x A C の リ ー ダ ー で あ る D r .  D a n i e l  M a c A r h u r 、 そ の 他 多 数 の 注 目 す べ き 研 究 者  

の 講 演 が 行 わ れ ま す 。  

 

 さ ら に 注 目 な の が 、 S p e c i a l  D T C  S e s s i o n s で す 。 ゲ ノ ム 解 析 ビ ジ ネ ス の  

行 く 方 を 決 め る と さ れ 注 目 を 浴 び て い た 米 国 F D A と 2 3 a n d M e の 論 争 が 昨 年  

1 2 月 に 決 着 し 、 そ の 当 事 者 で あ っ た F D A の D r .  E l i z a b e t h  M a n s f i e l d と  

2 3 a n d M e の M s .  K a t h y  H i b b s 、 さ ら に 医 療 を め ぐ る 事 情 が 日 本 と 似 て い る  

イ ギ リ ス の M s .  A l i s o n  H a l l に 、 日 本 の D T C 関 係 者 を 加 え 、 講 演 と  

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う 予 定 で す 。 ど う ぞ 奮 っ て ご 参 加 く だ さ い 。  

 

 

日 時 ：  2 0 1 5 年 5 月 2 0 日 ( 水 ) － 5 月 2 2 日 ( 金 )  

会 場 ：  一 橋 大 学  一 橋 講 堂 ( 学 術 総 合 セ ン タ ー 内 )  

詳 細 ：  h t t p : / / g t 1 6 4 . j p n . o r g / 1 1 a g w /  

申 込 ：  h t t p : / / g t 1 6 4 . j p n . o r g / 1 1 a g w / j p / r e g i . h t m l  

 

お 問 い 合 せ ：  

第 1 1 回 国 際 ゲ ノ ム 会 議  運 営 事 務 局  

〒 1 0 1 - 0 0 0 3  東 京 都 千 代 田 区 一 ツ 橋 2 - 4 - 4  岩 波 書 店 一 ツ 橋 別 館 4 F  

T E L ： 0 3 - 3 2 3 0 - 2 7 4 4 ／ F A X ： 0 3 - 3 2 3 0 - 2 4 7 9  
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■ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 人 材 育 成 カ リ キ ュ ラ ム ・ N G S ハ ン ズ オ ン 講 習 会 の  

 お 知 ら せ ( N B D C ・ 東 京 大 学 主 催 )  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 近 年 、 ラ イ フ サ イ エ ン ス 分 野 に お い て は 、 日 々 、 莫 大 ・ 多 様 な 研 究 デ ー タ が  

産 出 さ れ 、研 究 現 場 で 取 り 扱 う デ ー タ 量 が 飛 躍 的 に 増 え て い ま す 。そ の 一 方 で 、  

そ れ ら の デ ー タ を 整 備 ・ 活 用 す る た め の 人 材 は 不 足 し 、 貴 重 な 研 究 成 果 が  

十 分 に 活 用 さ れ て い な い 現 状 に あ り ま す 。 こ の よ う な 現 状 を 踏 ま え 、 科 学 技 術  

振 興 機 構 バ イ オ サ イ エ ン ス デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー ( N B D C ) 運 営 委 員 会 人 材 育 成  

分 科 会 に お い て 、 日 々 、 生 み 出 さ れ る 研 究 デ ー タ を 整 備 す る と と も に 、 十 分 に  



活 用 で き る バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 人 材 を 育 成 す る た め 、 次 世 代  

シ ー ク エ ン サ ( N G S ) デ ー タ に 焦 点 を 当 て た N G S カ リ キ ュ ラ ム を 策 定 し ま し た 。  

平 成 2 6 年 度 は 、策 定 し た カ リ キ ュ ラ ム に 基 づ き N G S 速 習 コ ー ス を 試 行 的 に 実 施  

し ま し た 。 平 成 2 7 年 度 は 、 平 成 2 6 年 度 の 実 績 を 踏 ま え 、 講 義 内 容 の 改 善 等 を  

行 い 、 ハ ン ズ オ ン に 特 化 し た 、 よ り 効 果 的 な N G S 講 習 会 を 開 催 し ま す 。  

昨 年 同 様 、 受 講 生 以 外 に オ ブ ザ ー バ ー ( T A ) も 募 集 し ま す 。  

 

【 日 時 】  

2 0 1 5 年 7 月 2 2 日 ( 水 ) － 8 月 6 日 ( 木 ) ( 7 月 3 1 日 ( 金 ) お よ び 土 日 除 く 1 1 日 間 )  

 

【 U R L 】  

講 義 日 程 や 詳 細 に つ き ま し て は 下 記 U R L を ご 覧 下 さ い 。  

h t t p : / / b i o s c i e n c e d b c . j p / h u m a n / h u m a n - r e s o u r c e s / w o r k s h o p / h 2 7  

 

【 会 場 】  

東 京 大 学 農 学 部 2 号 館 2 階 第 1 講 義 室  

 

【 受 講 定 員 】  

3 0 名 程 度 ( 応 募 者 多 数 の 場 合 、 最 大 8 0 名 程 度 ま で )  

 

【 募 集 受 付 期 間 】  

受 講 申 込 : 平 成 2 7 年 4 月 2 0 日 ( 月 ) 1 2 時 0 0 分 ( 予 定 ) － 5 月 1 5 日 ( 金 ) 1 2 時 0 0 分  

T A 参 加 申 込 : 平 成 2 7 年 4 月 2 0 日 ( 月 ) 1 2 時 0 0 分 ( 予 定 )  

      － 5 月 1 5 日 ( 金 ) 1 2 時 0 0 分  

 

【 お 問 合 せ 】  

こ の 講 習 会 に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 、 N G S [ A T ] b i o s c i e n c e d b c . j p ま で お 願 い  

し ま す 。  

( [ A T ] を 小 文 字 ア ッ ト マ ー ク に か え て 下 さ い )  

 

【 世 話 人 】  

門 田  幸 二 ( 東 京 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科 ア グ リ バ イ オ  

イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 教 育 研 究 ユ ニ ッ ト )  

 

【 主 催 】  

科 学 技 術 振 興 機 構 バ イ オ サ イ エ ン ス デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー ( N B D C )  

東 京 大 学 ア グ リ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 教 育 研 究 ユ ニ ッ ト  

 

【 共 催 】  

H P C I 戦 略 プ ロ グ ラ ム 分 野 1 「 予 測 す る 生 命 科 学 ・ 医 療 お よ び 創 薬 基 盤 」 人 材  

養 成 プ ロ グ ラ ム ( 産 業 技 術 総 合 研 究 所  創 薬 基 盤 研 究 部 門 )  

情 報 ・ シ ス テ ム 研 究 機 構  ラ イ フ サ イ エ ン ス 統 合 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー ( D B C L S )  

 

 

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

「 J B I C 会 員 企 業 か ら の ご 案 内 」 の 項 目 を 設 け て お り ま す 。  



J B I C 会 員 企 業 で 掲 載 し て 欲 し い 記 事 が ご ざ い ま し た ら 、 ご 連 絡 く だ さ い 。  

な お 、 掲 載 の 可 否 に つ い て は J B I C 事 務 局 に て 判 断 さ せ て 頂 き ま す の で 予 め  

ご 了 承 く だ さ い 。  

 

● J B I C に 関 す る ご 意 見 、 ご 質 問 、 お 問 い 合 わ せ は こ ち ら か ら 。  

h t t p s : / / w w w . j b i c . o r . j p / r o k u / c o n t a c t /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

● 配 信 中 止 、 変 更 は こ ち ら か ら 。  

h t t p : / / w w w . j b i c . o r . j p / n e w s / m a i l m a g a /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

● 発 行 : 一 般 社 団 法 人 バ イ オ 産 業 情 報 化 コ ン ソ ー シ ア ム  

J B I C め る ま が 編 集 部   h t t p : / / w w w . j b i c . o r . j p /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

C o p y r i g h t ( c )  2 0 1 5  J B I C .  A L L  r i g h t s  r e s e r v e d .  


